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◆ 主 な 内 容◆
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新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
潮
来
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
天
候
不
順
や
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
一
年
で
し
た
。
一
方
で
、
米
の
価
格
が
久
し
ぶ
り
に
上
昇
傾
向
を
見

せ
、
生
産
者
の
一
部
で
は
明
る
い
兆
し
も
見
え
始
め
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
価
格

上
昇
は
需
給
の
偏
り
や
作
柄
の
影
響
な
ど
複
合
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
持
続

的
な
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
の
生
産
と
販
売
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極

め
た
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
、
地
域
の
話
合
い
に
よ
り
、
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
に
す
る
「
地
域
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
地
中
間
管
理

機
構
を
軸
と
し
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
農
地
の
適
正
利
用
と
地

域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
、
担
い
手
の
確
保
や
農
地
集
積
の
促
進
、
遊
休
農
地

の
解
消
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
若
手

や
新
規
就
農
者
が
安
心
し
て
営
農
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
支
え
合
う
仕
組
み
を
広
げ
て
い
く
所
存
で
す
。 

新
た
な
年
を
迎
え
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
り
、
潮
来
市
農
業
発
展
の
た
め

よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り
多
く
、
希
望
に
満
ち
た
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
よ
り
、
市
政
運
営
な
ら
び
に
農
業
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
域
農
業
は
か
つ
て
な
い
大
き
な
課
題
に
直
面
い
た
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
基
幹
作
物
で
あ
る
米
に
お
い
て
は
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
る
品
質

管
理
の
難
化
に
加
え
、
国
際
情
勢
を
背
景
と
す
る
肥
料
・
燃
油
な
ど
の
生
産
資
材
価
格

の
継
続
的
な
高
騰
が
重
な
り
、
農
業
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
主
食
で
あ
る
米
の
安
定
供
給
と
食
料
自
給
率
の
維
持
は
、
地
域
行
政
と
し
て
最

優
先
で
守
る
べ
き
使
命
で
あ
り
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
第
一
産
業
で
も
あ
る
農
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向

け
、
農
業
者
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
元
気
な
農
業
」
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
持
続
可
能
な
農
業
振
興
の
推
進
に
加
え
、
新
規
就
農
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
包

括
的
な
体
制
構
築
と
魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
引
き
続
き
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

潮
来
市
農
業
委
員
会

　
会
長
　
松
　
本
　
清
　
隆

潮
来
市
長

　
　
原 

　
　
浩 

　
道

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



潮来農委だより（ 3 ） 令和 8年 1月 13 日

農業委員会総会日程
農地法の許可申請等は、毎月次の
日程で行われています。
　締　切　日　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　随　時
　現地調査日　　　毎月１８日
　総　会　日　　　毎月２５日
※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、
変更になります。

■議案審査の状況を公表します。■議案審査の状況を公表します。
期間：令和７年7月～令和７年12月

農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

　潮来市農業委員会は、令和7年9月25日、原浩道市長
へ「令和8年度潮来市農地等利用最適化推進施策に関
する意見書」を提出しました。

農業者年金で安心で豊かな老後を !
農業者年金の３つのメリット

メリット１ メリット２ メリット 3

女性に優しい
若年層には

手厚い政策支援
 （保険料補助）

税制面で
大きな優遇

●�奥様も単独で入れます
●�女性農業者の長い老後

をしっかりサポートし
ます

●�女性農業者の老後の安
心は自分で確保

●�家族経営協定で保険料
の国庫補助も

国民年金第１号被保険者
等の農業者年金への加入
要件に加え

●39歳までに加入
●�農業所得が900万円以下
●�認定農業者で青色申告等

を満たせば受けられます

●�支払った保険料は
全額が社会保険料
控除の対象となり
ます

●�農業者年金の運用
益は非課税ですの
で、年金原資が多
くなります

【お問い合わせ先】　潮来市農業委員会
（TEL：0299-63-1111　内線 270・272）

◆全国農業新聞◆
全国農業新聞は、地域農業者の代表機関であ

る農業委員会ネットワークが発行する週刊の農
業総合専門紙です。

1 週間の農政の動きや現場で役立つ栽培技術・
流通の情報、魅力的な農家の取り組みなどを幅
広く伝え、担い手の皆様の経営発展に役立つ新
聞です。

ぜひ、全国農業新聞から「情報という肥料」
を吸収しましょう。
発行日 / 月 4 回金曜日　購読料 / 月 700 円
　※令和８年度から月 900 円になります。
お申し込みは、農業委員会へご連絡ください

 （TEL : 0299-63-1111  内線 270・272）

― 潮来市の農業振興に向けて ―
潮来市農地等利用最適化推進施策に関する意見書を提出

　主な意見の項目は次のとおりです。
１．米づくりに対する支援について
　（１）生産力向上に向けた農業機械、施設の整備等への補助制度や遊

休農地解消のための支援等をお願いしたい。
　（２）米の生産を継続的に行えるように米価に対する価格補填や海外

への販路拡大等の施策をお願いしたい。
　（３）潮来産米「一番星」の産地化を進めるために、更なる生産量の拡大、販売先の拡大を進め、販売価格の上昇に繋

がるようお願いしたい。
２．持続可能な農業経営の支援について
　（１）農業者が安心して農業経営が続けられるよう資機材高騰に対する農家への支援をお願いしたい。
　（２）鳥獣被害防止対策補助金の予算確保を図り、上限額の見直しをお願いしたい。
　（３）積極的に農産物生産、加工、直販、６次産業等の取組を行う農家に対し育成と支援の充実をお願いしたい。
　（４）自然災害による農作物の被害に対し、必要な支援をお願いしたい。
３．担い手に対する支援について
　（１）新規就農者等の育成・確保のため、各種支援をお願いしたい。
　（２）認定農業者等に対し、市単独で農業機械・施設の整備に対する補助事業等の拡充をお願いしたい。
４．担い手への農地集積・集約化に対する支援について
　（１）農地中間管理事業での農地の貸借について、市内農業者に対し制度の周知及び更なる推進をお願いしたい。
　（２）担い手への計画的な農地の集約化や簡易な土地改良事業（客土、暗渠等）に対する支援をお願いしたい。
５．遊休農地の解消に対する支援について
　　　 担い手農家が遊休農地等を借り受けて耕作をする場合に、市単独の助成制度の創設等、再生作業の経費の一部

助成をお願いしたい。
６．農地法第３条の下限面積廃止への対応について
　　　 農地取得の判断基準を明確にするよう国、県に対する働きかけをお願いしたい。
７．�農業委員会の体制整備について
　　　 農地事務の正確性の確保、並びに農地利用適正化の効率的な推進を図るために、事務局体制の強化に向けた事       

　　  業予算の確保をお願いしたい。

審　査　項　目 7月 8月 9月 10月 11月 12月
農地法第３条

（農地のままでの権利の移転） 4件 2件 2件 1件

農地法第4条（自己転用）
農地法第5条
（権利の移転を伴う転用） 3件 8件 2件 2件 1件 1件

農地中間管理事業 2件 10件 11件 6件 8件 14件
農地の現況確認証明 １件 １件 １件
その他（上記以外の案件） １件 １件
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農
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後
期
分))

編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
明
る

く
健
康
で
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
ま
す
。

私
も
、
野
菜
の
流
通
業
か
ら
、
さ
つ
ま
芋

の
生
産
・
加
工
と
農
業
に
携
わ
っ
て
十
数
年

が
た
ち
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
が
あ
り
、
今
は
農
業
委

員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
日
本
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
、
担
い

手
不
足
・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・
耕
作
放

棄
地
の
問
題
や
生
産
性
の
問
題
等
が
、
ま
さ

し
く
地
域
農
業
に
切
迫
し
て
い
る
と
痛
切
に

感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
会
の
活
動
で
、
も
ち
ろ

ん
す
べ
て
を
変
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の

新
規
就
農
者
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
り
、一
ヵ

所
で
も
多
く
の
耕
作
放
棄
地
が
解
消
で
き
る

よ
う
活
動
し
て
、
こ
の
潮
来
市
の
農
業
や
素

晴
ら
し
い
景
観
が
、
子
や
孫
に
残
せ
る
よ
う

私
た
ち
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
つ
ま
芋
掘
り
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、

今
年
の
秋
も
元
気
で
明
る
い
笑
顔
が
見
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。�

�
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　農業委員会が耕作放棄地解消事業として、10月29日に潮来
小学校の１・２年生とあやめこども園の園児を対象に大生地
内の再生した畑でイモ掘り体験学習を実施しました。
　晴天の中、６月４日に植えたシルクスイートなどのサツマ
イモの収穫を行うことができました。委員からイモ掘りの
やり方を教わったあと、こどもたちは、夢中でイモ掘りを行
い、大きく育ったたくさんのサツマイモを収穫できて大満足
の様子でした。

大 生 地 区  イ モ 堀 り 体 験 学 習  ― 耕作放棄地解消事業 ―
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委員３名ずつ６地区に
分け、農地の利用状況
を確認しました。

DON-1グランプリ開催
時にサツマイモの販売
を行いました。

農業環境インベントリー
展示館などを視察しまし
た。

道の駅前の花壇にビオラ・
葉牡丹などを植え付けま
した。

イノシシ注意！イノシシ注意！
近づかない近づかない

威嚇しない威嚇しない

静かに離れる静かに離れる


